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可児市市長公室秘書広報課 

0574-62-1111 内線3324 

 

 

 

２月開催予定日時 

２月 24 日（金）午後２時～ 
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題名  公共施設にペットボトル回収ボックスを設置します   

        ～「ボトル to ボトル」リサイクル～                    

 

目的 循環型社会を目指し、脱炭素の取組みを推進する市の方針を市民に PR し、市民のリサ

イクルや資源の大切さに対する意識向上をさらに図るため。 

概要 現在、「ボトル to ボトル」リサイクルされるペットボトルの回収場所はリサイクルス

テーション、エコドームですが、さらに下記の施設に回収ボックスを設置します。 

 

【設置開始】令和５年２月１日から 

【設置施設】 

① 市立小学校 11 校、市立中学校５校、市立幼稚園・保育園５園 

   対象：児童、生徒、園児 

（環境教育の一環として、子ども達の持ち寄りによる回収で、設置場所、 

回収方法等については調整中です。） 

② 地区センター14 箇所、本庁舎、総合会館、マーノ、フレビア、 

 アーラ、Lポート可児、福祉センター、図書館本館、観光交流館、 

可児川苑、福寿苑、やすらぎ館、B＆G海洋センター、くれよん、 

帷子児童センター 

対象：施設利用者及び一般市民 

【事業費】約 510,000 円（回収ボックス、回収ネット、スタンド） 

【効果など】リサイクルや資源の大切さに対する市民意識の向上 

【広告】「ボトル to ボトル」リサイクル事業に賛同、協力していただける事業者や市民活動

団体等から、回収ボックスに掲載するステッカー広告を募集しています。 

 

 

 

                                             問合先 市民部環境課（内線 3401） 

広告 

広告 
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ゾーン 30 プラス（2か所）、キッズゾーンを設定 

 

生活道路における人優先の安全・安心な通行空間を確保するため、下記のエリアを区域（ゾ

ーン）として設定し、路面標示や物理的な速度抑制対策（狭さく等）の整備と最高速度 30km/h

の速度規制を実施します。県内初の市内 2 か所同時のゾーン 30 プラス設定です。ゾーン 30

プラス、キッズゾーンの設定は、ともに県内 2番目です。 

【エリア】 

①広見地内（自治会名：村木） ※広見村木地区（面積 24.6ha） 

②今渡地内（自治会名：八幡、西浅間、東浅間、神明、鳴子） ※蘇南中学校周辺（面積 45.7ha） 

 

 

 

 

 

 

 

【整備内容】 

①広見地内 「ゾーン 30 プラス」・「キッズゾーン」路面標示、狭さく、ハンプ（段差）、カ

ラー舗装、「ゾーン 30プラス」看板 

 

 

 

 

  

 

 

 

ゾーン 30プラスが設定された道路（広見） キッズゾーンが設定された道路（広見） 
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②今渡地内 「ゾーン 30 プラス」路面標示、狭さく、カラー舗装、「ゾーン 30 プラス」看板 

 

 

 

 

 

 

【規制開始】  

令和 5年 2月 1日（水）13:30 から＜予定＞ 

【園児による通行】 

日時：令和 5年 2月 1日（水）13:30 から ※雨天中止 

場所：ひろみ保育園すくすく周囲 

内容：ひろみ保育園児が、保育園施設から園外活動として設定箇所を交通安全指導員と保育

士引率のもと通行します。 

【詳細説明】 

『ゾーン 30 プラス』とは、 

警察と道路管理者が連携し、路面標示や物理的な速度抑制対策（物理的デバイス・狭さく

等）と最高速度 30km/h の区域（ゾーン）規制との適切な組み合わせにより、交通安全の向上

を図ろうとする区域（ゾーン）です。区域（ゾーン）内を抜け道として通行する行為の抑制を

図る生活道路対策です。 

『キッズゾーン』とは、 

保育園などが行う園外活動の安全を確保するため、ドライバーに注意喚起を行う区域（ゾ

ーン）です。 

 

問合先 

規制について 可児警察署 交通課 ℡61-0110 

施工について 可児市役所建設部 土木課 道路建設係 ℡62-1111 内線 2251 

 

ゾーン 30プラス看板 最高速度 30km/h 

道路標識 

ゾーン 30プラスが設定された道路（今渡） 



出産・子育て応援事業（Kギフトパッケージ）を始めます！ 
     

目  的：妊娠中や子育てに関わる不安や孤立感に寄り添う支援「伴走型相談支援」と、育児関連用品の購入や

子育て支援サービスの利用負担軽減を図るための「経済的支援（Ｋギフト：国の出産・子育て応援給

付金）」とを一体化して実施することにより、安心して出産や子育てができる環境整備を目指します。 

速やかに事業を開始するため経済的支援については当面の間現金での支給とし、今後電子クーポン等

による支給を検討します。 

事業開始：令和５年２月１日から「Kギフトパッケージ」の運用を開始します。 

 

◆「Kギフトパッケージ」の流れ 

 妊娠届  妊娠７～８か月ごろ  出産・産後(４か月まで) 

伴走型相談 

   支援 

面接（母子手帳交付） 

・アンケート記入 

・子育てガイドの説明 

 
アンケートと希望者への 

面接 

 
面接（あかちゃん訪問） 

・アンケート記入 

・子育てガイドの確認など 

経済的支援 

国の出産・子育て 

応援給付金 

Kギフト（たまご）申請 

（妊婦一人につき 5万円） 
 

 
 

Kギフト（ひよこ）申請 

（子ども一人につき 5万円） 

伴走型相談支援は上記の他に、子育て関連イベントの情報発信、妊娠期や出産後の教室、子育て支援サービスの利用案内があり、

妊婦や子育て世帯に寄り添いながら必要な支援を行います。 

Kギフト（たまご）について ：出産準備のための経済的支援                                                     

１．対象者 可児市に住民票のある妊婦で、他市町村にて同様の給付を受けていない方 

２．時 期 妊娠届出時の面接後に申請（申請期限は妊娠中の時期まで） 

原則、妊婦本人の面接が必要です。やむを得ず妊娠届出時に面接ができない場合は、訪問での面談や、電話連絡の 

後に申請・支給となります。 

３．支給額 妊婦１人につき５万円 

妊娠７～８か月ごろの支援について                                                  

１．対象者 可児市に住民票のある妊婦 

２．方 法 状況に合わせて、電話連絡後または訪問時、直接郵送いずれかの方法にてアンケートを配布 

妊娠・出産に関わるご心配やお困りのことがある場合に、希望に合わせて訪問などの支援を行います。 

３．お願い 流産・死産された場合にもアンケートの記入をお願いします。心身の負担の確認や必要な支援についてのご相談の機

会にしていただきます。 

Ｋギフト（ひよこ）について ：子育てのための経済的支援                                                  

１．対象者 可児市に住民票のある産婦（または養育者）で、他市町村にて同様の給付を受けていない方 

２．時 期 出生後４か月までの訪問等で面接後に申請（申請期限は生後４か月まで） 

原則、面接が必要です。長期の里帰りなどやむを得ず面接できない場合はご相談ください。 

３．支給額 子ども１人につき５万円 
 

遡及申請について：Kギフト（たまご・ひよこ）各 5万円を令和４年４月に遡って支給します。 

         ・令和４年４月１日以降に出産した方が対象になります 

         ・対象者に、令和５年２月中旬に案内を発送します 

         ・アンケートへの回答が必要となります 

         ・遡及申請分の申請期限は令和５年３月 31 日とします 

問合先 

伴走型相談支援：健康増進課 内線 5506 

経済的支援：子育て支援課 内線 5541 
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＜庁舎東館３階に明智家の歴史画を設置しました＞ 

 「内田青虹氏」は、山口県出身の日本画家で、主に歴史上の人物を題材とした様々な作品を発表されており、国内外の絵画展で受賞歴を持っています。

内田青虹氏から、「明智光秀の生誕地である可児市へ」と寄贈を受けた明智家に係る歴史画 6点を庁舎東館 3階に設置しました。 

 

 

 

 

 

 

                                   

                                    

 

 

 

 

 

【令和 2年寄贈】 

「決意（光秀・愛宕山連歌の会）」 F100号×2（162.2×260） 

「桔梗紋物語」                F30号（90.9×72.7）   

【令和 4年寄贈】  ※市制施行４０周年を記念して寄贈 

「戦国に散る華・細川ガラシャ」  F100号（162.1×130.3）  

「本能寺への道」              F100号（162.1×130.3）  

「細川ガラシャ・味土野にて」    F10号（53×45.5）     

「護国一心 導く光明」          F100号（162.1×130.3） 

本能寺への道 決意 
（光秀・愛宕山連歌の会） 

護国一心 導く光明 戦国に散る華・ 
細川ガラシャ 

細川ガラシャ 
味土野にて 桔梗紋物語 

【庁舎内展示】 

市は、庁舎東館１階から３階の階段に「人間国宝 加藤孝造氏 写真展」 

を、また、東館３階廊下に市内在住の彫刻家 神戸峰男氏（公益社団 

法人 日本彫刻会常務理事、可児市民栄誉賞）の作品「長風」を展示し 

ています。 

今回、新たに東館３階廊下に内田青虹氏の歴史画を展示し、庁舎東館 

１階から３階まで作品をご覧いただけます。 

  

  

  

  


